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DEKIRU2  第 47 課 

1.)         から言葉
こ と ば

を選
えら

び、適当
てきとう

な形
かたち

にして（  ）に書
か

いてください。 

     がっかりする  塗
ぬ

る  温
あたた

まる  済
す

む  感動
かんどう

する       

① 外
そと

は寒
さむ

かったけど、紅茶
こうちゃ

を飲
の

んだら、体
からだ

が（       ）。 

② そうじが（      ）ら、買
か

い物
もの

に行
い

こう。 

③ イベントが雨
あめ

で中止
ちゅうし

になって、息子
む す こ

は（       ）います。 

④ あの映画
え い が

は何度
な ん ど

見
み

ても（      ）作品
さくひん

です。 

⑤ 部屋
へ や

の壁
かべ

を青色
あおいろ

に（     ）たいです。 

 

2.) （  ）には同
おな

じ漢字
か ん じ

を使
つか

います。どれがいいですか。      から選
えら

んでください。 

     a. 性
せい

   b.的
てき

   c.製
せい

   d.化
か

     

① 多言語
た げ ん ご

（  ）、国際
こくさい

（  ）、グローバル（  ） 

② 経済
けいざい

（  ）な支援
し え ん

、印象
いんしょう

（  ）な場面
ば め ん

、効率
こうりつ

（  ）に進
すす

める 

③ 可能
か の う

（  ）がある、必要
ひつよう

（  ）が高
たか

い 

④ 中国
ちゅうごく

（  ）の商品
しょうひん

、スイス（  ）の時計
と け い

 

 

3.) 例
れい

のように書
か

いてください。 

例
れい

）親
おや

／私
わたし

は塾
じゅく

に通
かよ

いました。 

 → 私は   親
おや

に塾
じゅく

に通
かよ

わされました。           

① 兄
あに

／私
わたし

は忘
わす

れ物
もの

を持
も

ってきました。 

 → 私
わたし

は             

② 母
はは

／私
わたし

は 3年間
ねんかん

も水泳
すいえい

を習
なら

いました。 

 → 私
わたし

は             

③ 先生
せんせい

／私
わたし

たちは何回
なんかい

も作文
さくぶん

を書
か

き直
なお

しました。 

 →               
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④ 恋人
こいびと

／私
わたし

は毎回
まいかい

食事代
しょくじだい

を払
はら

います。 

 →               

⑤ 祖母
そ ぼ

／風邪
か ぜ

のとき、私
わたし

は苦
にが

いお茶
ちゃ

を飲
の

みました。 

 →               

 

4.)（   ）のことばを「～（さ）せる／～（さ）せられる・～される／～（さ）せてくれる」のど

れかと一緒
いっしょ

にして、書
か

いてください。 

  ～（さ）せる  ～（さ）せられる・～される  ～（さ）せてくれる   

例
れい

）きのう、母
はは

は 弟
おとうと

に部屋
へ や

をそうじ（ する → させました ）。 

① 私
わたし

の両親
りょうしん

は厳
きび

しかったので、子
こ

どものころ、毎日
まいにち

2時間
じ か ん

勉強
べんきょう

（ する →       ）。 

② 昨日
き の う

、父
ちち

にたのんだら、特別
とくべつ

に父
ちち

の車
くるま

を（ 使
つか

う →         ）。 

③ 姉
あね

はいつもカラオケで自分
じ ぶ ん

ばかり歌
うた

って、ぜんぜん私
わたし

に（ 歌
うた

う →       ）ません。 

④ 私
わたし

の高校
こうこう

の日本語
に ほ ん ご

の先生
せんせい

はとてもきびしかったです。 

  私
わたし

たちは毎日
まいにち

、ノートに 漢字
か ん じ

を 100回
かい

（ 書
か

く →          ）。 

⑤ 子
こ

どものころ、母
はは

にりんごばかり（ 食
た

べる →   ）ので、りんごがきらいに  

  なってしまいました。 

⑥ 高校生
こうこうせい

や大学生
だいがくせい

のうちに子
こ

どもを留学
りゅうがく

（ する →      ）たいと考
かんが

える親
おや

が増
ふ

えている。 

 

5.) どちらがいいですか。     

 私
わたし

は 3 つの外国語
がいこくご

が話
はな

せます。英語
え い ご

とドイツ語
ご

と日本語
に ほ ん ご

です。ドイツ語
ご

は小
ちい

さいときから親
おや

に

【 習
なら

わせて ／ 習
なら

わされて 】いました。それに、学校
がっこう

でも先生
せんせい

に厳
きび

しく【 勉強
べんきょう

された ／ 

勉強
べんきょう

させられた 】ので、あまり好
す

きじゃありませんでした。でも、授業
じゅぎょう

で先生
せんせい

に【 ほめられた 

／ ほめさせられた 】ときはうれしかったし、今
いま

は感謝
かんしゃ

しています。 

 子
こ

どものとき、私
わたし

が一番
いちばん

【 習
なら

い ／ 習
なら

わせ 】たかった外国語
がいこくご

は日本
に ほ ん

語です。子
こ

どものころ、

親
おや

に日本語
に ほ ん ご

クラスに通
かよ

いたいと頼
たの

みましたが、【 通
かよ

わされ ／ 通
かよ

わせてくれ 】ませんでした。

それで、大学
だいがく

では日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

することにしたんです。私
わたし

が親
おや

になったら、子
こ

どもには好
す

きな

外国語
がいこくご

を【 勉強
べんきょう

し ／ 勉強
べんきょう

させ 】たいです。 

 


